
 

 

 

○学習目標（教科の到達目標） 

 

○指導の重点目標 

 ・美術に親しみ、意欲的に制作する姿勢を育てる 

・鑑賞する喜びを味あわせる 

・備品の充実、施設の改善を図る 

 

○研究課題  造形の基礎を系統的に学び、創造活動の基礎となる能力をつける。 

 

○授業の進め方（※授業を受けるにあたっての留意点） 

 学校 ・・・・制作に必要な物を忘れず準備し、大切に扱う。 

        作品の制作は集中して丁寧に作業し、最後まで完成させる。 

自分を含めた多様な表現の良さを認めあい、作品を大切にする。 

座席は教室の座席に順ずる。 

授業ごとに制作や鑑賞の振り返りをする 

  

 家庭 ・・・・自分の身の周りにある自然や出来事に関心を持ち、よく観察しよう。 

機会があればテレビの美術番組を見たり、美術館で展覧会の鑑賞をしてみよう。 

         

○通知表の評価について 

評価の観点 評価の方法 

① 美術への関心・意欲・態度 授業観察、準備物、提出状況、自己評価 

 

② 発想や構想の能力 授業観察、アイデアスケッチ、下書き、作品、 

定期テスト 

 

③ 創造的な技能 授業観察、アイデアスケッチ、下書き、作品、 

定期テスト 

 

④ 鑑賞の能力 授業観察、ワークシート、 小テスト、定期テスト 

 

 

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育て

るとともに、感性を豊かにし、美術の基礎的な能力を伸ばし、美術文化についての理解を深め、

豊かな情操を養う。 
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○学習内容と評価（１年）                   ［日本文教出版 美術］ 

 単元名 学習内容 時間数 
評価にあたって 

評価観点 評価の場面・方法 

１

学

期 

オリエンテーション 

 

色の広がりと色の魅力 

楽しく伝える文字のデザ

イン 

 

身近なものを立体で表そ

う 

・美術との出会い 

・美術の道具の説明 

・色を学ぶ 色相環など 

・混色塗り絵 

・レタリング （デザイン） 

・モダンテクニック 

・絵文字を作ろう 

・ホリゾント （絵画） 

 〜曲想からイメージする〜 

１ 

 

３ 

４ 

4 

１ 

 

２ 

① 

② 

③ 

④ 

授業観察 

アイデアスケッチ 

下描き 

作品 

自己評価 

ワークシート 

定期テスト 

２

学

期 

見て感じて、作る 

身近なものを立体で表そう 

 

一枚の紙から広がる世界 

 

鑑賞との出会い 

・アイデアスケッチ 

・ケーキ 〜プレゼント〜 

 （工芸） 

・プッシュステンド 

アイデアスケッチ・制作（絵画） 

・文様と和柄（鑑賞） 

・西洋美術史 （鑑賞） 

２ 

９ 

 

4 

 

１ 

２ 

① 

② 

③ 

④ 

授業観察 

アイデアスケッチ 

下描き 

作品 

定期テスト 

自己評価 

ワークシート 

３

学

期 

一枚の紙から広がる世界 

 

鑑賞との出会い 

 

身近なものを立体で表そ

う 

 

 

・プッシュステンド制作・切り絵 

（絵画） 

・美術史と技法 

・技法・美術の道具について 

・感情を作品で表現する 

 〜My Mask〜 

おめん作りの説明と下描き 

５ 

 

１ 

１ 

１ 

 

4 

① 

② 

③ 

④ 

授業観察 

アイデアスケッチ 

下描き 

作品 

定期テスト 

自己評価 

ワークシート 

 

 

 

 


